






























































































環境省の ｢環境報告書ガイ ドライン｣とGRIの ｢サステイナビリティ ･リポー




























































































































標準となってきているステークホルダーのコンセンサス 自主的な標準､例えば :国連グローバルコンパク ト原則
同業者の規範､セクター標準､ベンチマーク













































































常 人権侵害-の対抗 (環境 .社会に有益な
iE 社会的弱者の権利尊重 商品の開発 .提供)
rP]i,ヽ 規制化学物質の全廃 全拠点での二酸化炭素
)Iスチ 省エネルギーゼロエミッション.リサイクル 削減生物多様性 .生態系の保全 ワークライフバランス 安全な製品 .サービスの
ー 開発地域-の支援 職場における権利 .社会保障 提供
ク 非正規従業員の適切な処遇 リコール対応の向上
ホ′レ 労働安全衛生 陸がい者の自立支援
ダIにとつての塞要悼1(高い) コミュニティ参画 従業員の自立支援倫理的で透明な活動知的財産の保護個人情報保護 .情報セキュリティ多様性 尊重
説明責任の実行透 性の高い経営の実現従業員と 対話 現地の人材活用促進
(出所 :オムロン 『企業の公器性報告書2008』､所収p.12)
開示をすることでマテリアリティ分析の結果を反映させている｡特集欄では､
オムロンの事業をIAB (インダストリアルオー トメーションビジネス :工場自
動化用､農業機器用の制御システム ･機器の製造 ･販売)とECB (エレクトロ
ニクスコンポ-ネンツビジネス :家電､通信機器､携帯電話､アミューズメン
ト機器､OA向けの電子部品の製造 ･販売)､HCB (-ルスケアビジネス :家
















































































































2006年に第3版のガイ ドライン (C3)を公表した｡GRIガイ ドラインは､持続可能性実現
のためには経済 ･環境 ･社会的側面から企業経営にアプローチする必要があるとの認識か
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原則基準2008､日本語翻訳版)(http://ww .accountability21.net/)
AccountAbility…MaterialityReport" (マテリアリティ ･レポー ト､日本語翻訳版)2007
GlobalReportingInitiative"sustal'nabilJ'tyReportl'ngGul'deJIne"2006(http://www.globalreporting.
org/Home)
オムロン株式会社編 『企業の公器性報告書』2002年～2008年度版
大和-クス工業株式会社編 『csRレポー ト2008』2008年
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